
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
７
月

22
日
（
水
）
長
野
県
諏
訪
市
、
23

日
（
木
）
安
曇
野
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

諏
訪
市
（
人
口
４
万
６
３
９
５

人
）
の
「
駅
前
交
流
テ
ラ
ス
す
わ
っ

チ
ャ
オ
」
は
、
JR
上
諏
訪
駅
前
に

あ
り
ま
す
。

諏
訪
市
の
玄
関
口
で
あ
る
上
諏

訪
駅
前
を
「
市
民
の
活
動
拠
点
、

商
業
や
観
光
に
資
す
る
魅
力
的
な

交
流
活
動
拠
点
と
し
て
に
ぎ
わ
い

を
再
生
し
定
住
人
口
を
増
や
す
こ

と
」
を
目
的
に
２
０
１
９
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
２
月
に
累
計
入
館

者
数
１
０
０
万
人
を
記
録
し
ま
し

た
。
延
床
面
積
は
２
５
３
４
㎡
で

す
。
（
春
日
部
市
教
育
セ
ン
タ
ー

５
２
５
０
㎡
）

市
の
直
営
で
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
７
名
）
が
管
理
運
営
し

て
い
ま
す
。

無
料
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
誰
で
も

利
用
が
で
き
る
談
話
の
た
め
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
学
生
等
の
た
め

の
学
習
室
、
未
就
学
児
向
け
の
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。
有

料
施
設
に
は
、
会
議
室
に
可
動
壁

を
採
用
し
、
柔
軟
に
利
用
内
容
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
バ

ン
ド
ス
タ
ジ
オ
、
調
理
研
究
室
、

和
室
等
が
利
用
で
き
ま
す
。

今
後
整
備
さ
れ
る
「
か
す
か
べ

ひ
が
し
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

安
曇
野
市
（
人
口
９
万
５
２
６

９
人
）
は
、
２
０
０
５
年
（
平
17

年
）
10
月
に
旧
５
町
村
（
豊
科
町
・

穂
高
町
・
三
郷
村
・
堀
金
村
・
明

科
町
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。新

市
合
併
に
伴
い
、
自
宅
ま
で

の
乗
降
を
可
能
と
す
る
ド
ア
ツ
ー

ド
ア
方
式
を
採
用
し
、
利
用
者
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
、
受
付
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足

な
ど
の
運
営
面
で
の
課
題
解
決
や
、

利
用
者
意
見
を
踏
ま
え
た
改
善
を

実
施
す
る
た
め
、
AI
活
用
型
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
シ
ス
テ
ム
（
予
約

管
理
）
を
導
入
し
、
全
16
台
で
運

行
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
年
間
利
用
者
数
は
10

万
２
４
１
７
人
。
事
業
費
は
１
億

８
２
２
９
万
円
で
、
春
日
部
市
の

２
倍
以
上
で
し
た
。
春
日
部
市
で

も
、
ぜ
ひ
導
入
し
た
い
。
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諏
訪
市
「
駅
前
交
流
テ

ラ
ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
」

党議員団
視察報告

デ
マ
ン
ト
交
通
「
あ
づ
み

ん
・
の
る
ー
と
安
曇
野
」

1・2階は商業施設で、3階に

「すわっチャオ」があります。

このワゴン車で市役所から豊科

駅まで乗りました。女性運転手

が優しく対応してくれました。



 
 

                         

      

７
月
24
日
（
金
）、「
春
日
部

市
公
共
交
通
を
考
え
る
会
」
が 

 

学
習
会
と
総
会
を
行
い
ま
し

た
。 

     

学
習
会
は
、「
埼
玉
県
に
お
け

る
地
域
公
共
交
通
基
本
方
針
」

に
つ
い
て
、
県
の
出
前
講
座
と

し
て
県
交
通
政
策
課
近
藤
孝
志

氏
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

基
本
方
針
は
、
市
町
村
・
交

通
事
業
者
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。 

 

対
応
方
針
と
し
て
、
①
地
域

の
将
来
像
実
現
に
向
け
た
地
域 

     

公
共
交
通
の
創
造
、
②
公
共
交
通

分
野
に
お
け
る
担
い
手
の
確

保
・
育
成
、
③
新
た
な
活
用
等
に

よ
る
地
域
公
共
交
通
の
さ
ら
な

る
活
性
化
、
④
多
様
な
輸
送
資
源

を
フ
ル
活
用
し
た
地
域
公
共
交

通
の
充
実
、
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

④
で
は
、
交
通
空
白
の
解
消
に 

出
、
会
則
を
決
定
し
ま
し
た
。 

「
考
え
る
会
」
は
、
２
０
２

４
年
５
月
か
ら
活
動
を
始
め
、

公
共
交
通
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
学
習
会

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
後
の
活
動
方
針
は
、
①
国

の
政
策
や
春
日
部
市
の
公
共

交
通
の
現
状
や
考
え
方
を
学

ぶ
、
②
市
民
が
必
要
と
し
て
い

る
公
共
交
通
を
市
に
提
言
す

る
、
③
地
域
の
要
望
に
応
じ
て

署
名
活
動
を
行
う
、
で
す
。 

        

向
け
た
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど

代
替
手
段
の
導
入
を
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
。「
交
通
空
白
」
は
、

駅
や
バ
ス
停
か
ら
の
距
離
だ
け
で

は
な
く
、
様
々
な
事
情
に
よ
っ
て

変
わ
る
の
で
、
個
別
の
検
討
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
す
。 

     

総
会
で
は
、
代
表
に
瀬
戸
井

誠
氏
（
元
市
議
会
議
員
）
を
選 
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休
日
の
当
番
医 

 

公
共
公
通
充
実
で
誰
で
も
移
動
で
き
る
街
を 

「
公
共
交
通
を
考
え
る
会
」
が
学
習
会
・
総
会 

     

  

       
  

  

「
県
、
地
域
公
共
交
通 

基
本
方
針
」
を
学
習 

  

春
バ
ス
の
拡
充
・デ
マ
ン
ド
交 

通
導
入
の
た
め
署
名
活
動 

「考える会」会則（抜粋） 

第１条 市民の交通・移動は、衣食住と同

様に大切な人権である。市内公共

交通の拡充で誰もが移動できる

街づくりを目指す。 

第２条 会の名称は、「春日部市公共交通を

考える会」とする。 

第３条 この会は、次の活動を行う。 

 １．市民の交通・移動についての要求を

まとめ、実現を目指す。 

 ２．市の考え方、課題等や他自治体の公

共交通の在り方を収集し研究する。 

 ３．市議会各党派との連携・共同に努め 

る。 

第４条 会員 

１．この会の目的に賛同する市民・団体

は会員になれる。 

 

 


